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改
革
開
放
の
―
鄧
小
平

　
中
国
で
「
改
革
開
放
」
政
策
の
実
施
が
始
ま
っ
て
か
ら
昨

年
の
12
月
18
日
で
40
年
を
迎
え
た
。
政
策
を
通
じ
て
中
国

は
経
済
大
国
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
一
方
、
改
革
開
放
路
線

が
中
国
に
民
主
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
く
、
現
在
は
成

長
の
減
速
に
加
え
、
米
国
と
の
貿
易
戦
争
と
い
う
厳
し
い

逆
風
に
も
直
面
し
て
い
る
。

　
改
革
開
放
政
策
は
鄧と

う 

小し
ょ
う
へ
い

平
が
主
導
し
、
1
9
7
8
年

12
月
18
日
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
11
期
中
央
委
員
会

第
3
回
総
会
で
開
始
が
決
ま
っ
た
。
改
革
開
放
政
策
は
鄧と

う 

小し
ょ
う
へ
い

平
が
主
導
し
、
1
9
7
8
年
12
月
18
日
に
開
か
れ
た
中

国
共
産
党
第
11
期
中
央
委
員
会
第
3
回
総
会
で
開
始
が
決

ま
っ
た
。

　「
2
0
1
8
年
に
私
た
ち
は
改
革
開
放
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
改
革
開
放
は
現
代
中
国
の
命
運
を
決
め
た
鍵
と
な
る

施
策
で
あ
り
、
40
年
間
に
わ
た
る
改
革
開
放
に
よ
っ
て
中

国
人
民
の
生
活
は
小
康
を
実
現
し
、
徐
々
に
豊
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。」
こ
れ
は
、
中
国
共
産
党
第
19
回
全
国
代

表
大
会
閉
幕
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
の
習
近
平

総
書
記
に
よ
る
談
話
の
一
節
で
あ
る
。
改
革
開
放
を
決
定

づ
け
た
中
国
共
産
党
第
11
期
中
央
委
員
会
第
3
回
全
体
会

議
は
1
9
7
8
年
12
月
18
日
～
22
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
に
は
40
年
目
を
迎
え
る
。

　
第
19
回
共
産
党
大
会
で
は
、「
習
近
平
に
よ
る
新
時
代
の

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
思
想
」
が
新
た
に
党
規
約
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
が
注
目
を
集
め
た
。「
中
国
の
特
色
あ
る

社
会
主
義
」
は
、
改
革
開
放
の
総
設
計
師
と
呼
ば
れ
る
鄧
小

平
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
経
済
面
で
は
「
社
会
主
義
市
場
経

済
」
が
そ
の
特
徴
と
さ
れ
る
。
1
9
9
2
年
1
～
2
月
に
か

け
て
行
わ
れ
た
鄧
小
平
に
よ
る
南
巡
講
話
に
お
い
て
、
改

革
開
放
の
加
速
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
同

年
10
月
12
日
～
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回
中
国
共
産
党

大
会
で
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
が
正
式
に
提
起
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
中
国
は
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
現
在
に

連
な
る
経
済
発
展
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
昨
年

2
0
1
7
年
に
は
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
導
入
か
ら
も

既
に
25
周
年
を
迎
え
た
。
中
国
で
は
、
第
19
回
共
産
党
大

会
の
前
後
か
ら
「
毛
沢
東
が
国
を
立
ち
上
が
ら
せ
、
鄧
小
平

が
国
を
豊
か
に
し
、
習
近
平
は
国
を
強
く
す
る
（
中
国
語
で

「
站
起
来
、
富
起
来
、
強
起
来
」）」
と
い
う
言
い
回
し
が
よ

く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
習
近
平
に
よ
る
新
時
代
の

中
国
」
は
、国
が
強
く
な
る
時
代
と
さ
れ
る
。日
本
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
党
大
会

で
新
た
に
党
規
約
に
書
き
込
ま
れ
た
「
習
近
平
」
を
含
む
表

現
と
し
て
「
習
近
平
の
強
軍
思
想
の
貫
徹
」
と
い
う
も
の
も

あ
り
、「
強
い
中
国
」
は
確
か
に
こ
れ
か
ら
の
中
国
を
目
指

し
て
い
る
方
向
性
の
よ
う
に
も
感
じ
る
。

上記の図は深セン市の街頭で「携帯電話」と「ポケベ
ル」を売っているお店

「時間は金銭であり、効率は命である」当時の街中で
よく見かけるスローガン、生産量が急速に成長する広
州の労働者は二八自転車に乗って単位（仕事場）に向
かっている（出典：広東改革开放40周年展覧）

2018年改革開
放四〇十周年
ポスター
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広
州
白
雲
国
際
空
港
へ
到
着

　
羽
田
空
港
か
ら
直
行
便
3
〜
4
時
間
ほ
ど
で
広
州
白
雲

空
港
に
到
着
。
白
雲
空
港
は
、
広
州
市
白
雲
区
人
和
鎮
と

花
都
区
新
華
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
花
山
鎮
、
花
東
鎮
の
境
目

に
あ
り
、
都
心
部
の
海
珠
広
場
ま
で
28
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
が
あ
り
ま
す
。
中
国
国
内
で
は
、
北
京
首
都
国
際
空
港
、

上
海
浦
東
国
際
空
港
と
並
ぶ
3
大
空
港
の
1
つ
で
、
南
方

航
空
、
海
南
航
空
、
深
セ
ン
航
空
、
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
お
よ

び
中
国
国
際
航
空
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

T
1
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
メ
イ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
連
結
ビ
ル
、

歩
廊
、
高
架
通
路
の
四
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
メ
イ
ン
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
地
上
3
階
と
地
下
1
階
か
ら
な
っ
て
お
り
、
三

階
の
出
発
ロ
ビ
ー
、
二
階
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
、
一

階
の
到
着
エ
リ
ア
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
地
下
一
階
は
地
下
鉄
、
駐
車
場
お
よ
び
空
港
ホ

テ
ル
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
空
港
か
ら
地
下
鉄
の
駅
に
向
か
っ
て
行
く
と
「
時
空
隧

道
（
タ
イ
ム
ス
ペ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
）」
が
見
え
ま
す
。
時
空

隧
道
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
く
と
、
数
万
個
の

L
E
D
ラ
イ
ト
が
光
っ
て
ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ

て
い
る
気
分
に
な
る
。
そ
の
壁
に
液
晶
モ
ニ
タ
ー
も
搭
載

さ
れ
て
い
て
、
広
告
、
地
下
鉄
の
運
行
状
況
、
広
州
の
天
気
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
映
っ
て
い
て
。
乗
客
た
ち
に
随
時

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
空
港
特
色
を
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
特
色
を
増
や
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
、
別
様
な
乗
機
体
験
が
で
き
る
の
も
彼
ら
の
狙
い

で
す
。

タ
ク
シ
ー
の
次
世
代

　
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
に
向
か
う
に
は
地
下
鉄
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
多
か
っ
た
。
荷
物
が
多
い
の
で
、

タ
ク
シ
ー
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
着

い
た
と
こ
ろ
、
乗
客
の
少
な
さ
に
驚
い
た
。
隣
に
い
た
人

と
世
間
話
を
し
た
ら
、
大
体
の
人
は
タ
ク
シ
ー
を
乗
ら
ず

に
D
I
D
I
配
車
を
使
っ
て
い
る
の
だ
。

　
D
I
D
I
配
車
と
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
タ
ク

シ
ー
を
呼
べ
る
タ
ク
シ
ー
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
D
I
D
I
配
車
ア
プ
リ
は
、
従
来
の
タ
ク
シ
ー
の
捉
ま

り
方
と
異
な
り
、
大
規
模
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
建
設
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
用
い
て
ユ
ー
ザ
ー
様
に
現

代
的
な
お
出
か
け
ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
て
ま
す
。

2014年広州白雲国際空港に導入された自動荷物預け機。中国国
内の主要空港で相次いで導入されている。従来のスタッフ対応が
なく、荷物を預けるからチケットを受け取るまで全てセルフサー
ビス。（出典：疯游世界计划ブログ）

白雲国際空港内の一角位ある景色、空港から地下鉄駅
に向かっていくと、必ず通るところ。冷たい空港ビルの
中にこういった景色は乗客の心を和げるとこがとても気
になる。（出典：疯游世界计划ブログ）

まだ普及していない自動チェックイン機器。ベストの人はカスタマーに
機械の使い方を教えている。一方、キャッシュレスが普及いている現在
オンラインでチェックインしているカスタマーもたくさんいる。

（出典：新華网）
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D
I
D
I
配
車
の
誕
生
は
従
来
の
電
話
予
約
配
車
と
道

端
で
捕
ま
る
の
と
違
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
道
端
で
タ
ク
シ
ー

を
つ
か
ま
う
こ
と
を
逆
転
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
A
I
予

測
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ

オ
ン
ラ
イ
ン
を
結
合
し
、
乗
車
か
ら
降
車
ま
で
は
全
て
オ

ン
ラ
イ
ン
支
払
い
に
す
る
こ
と
。
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
と
乗

客
の
間
に
O
２
O
（
o
n
l
i
n
e 

t
o 

o
n
l
i
n
e
）

作
る
こ
と
。
最
大
限
に
乗
車
気
分
を
、
従
来
の
客
待
ち
方

式
を
変
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
乗
客
の
目
的
地
に
よ
っ

て
向
う
か
待
機
す
る
か
を
選
べ
る
。
空
車
率
を
下
げ
、
お

互
い
の
時
間
を
相
補
し
合
う
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
で
き
る
の
で
、
降
車
時
に

運
転
手
さ
ん
と
支
払
い
の
や
り
取
り
が
不
要
に
な
り
タ
ク

シ
ー
を
ス
マ
ー
ト
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
運
転
手
さ
ん
も
も
ち
ろ
ん
、
自
分
名
義
に
乗

用
車
が
あ
っ
て
、
審
査
に
通
れ
ば
D
I
D
I
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
れ
る
。
中
国
大
陸
で
は
多
く
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

人
た
ち
は
退
勤
後
、
D
I
D
I
を
使
っ
た
副
業
を
始
め
た

方
も
多
く
見
ら
れ
る
。
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
の
で
、
本
業

と
し
て
や
る
人
も
い
ま
す
。

　
D
i
D
i
は
す
で
に
世
界
4
0
0
都
市
で
5.
5
億
人
以

上
の
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
日
本
、

チ
リ
、
中
国
。
1
日
に
3,
0
0
0
万
回
以
上
利
用
さ
れ
て

い
る
実
績
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
配
車
ア
プ
リ
と
い
う
と
海
外
の
U
b
e
r
が

有
名
で
す
ね
。
日
本
国
内
で
も
全
国
タ
ク
シ
ー

（
J
a
p
a
n
T
a
x
y
）
や
C
R
E
W
、
M
O
V
な
ど
と

い
っ
た
配
車
サ
ー
ビ
ス
が
既
に
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
違
っ
て
中
国
大
陸
及
び
欧
米
諸
国
で
は
迎
車
料

金
や
待
機
料
金
は
発
生
し
な
い
の
で
、
日
本
で
は
注
意
が

必
要
だ
ね
。

タクシーの支払いをキャッシュレス化することで、2020年に開催される
東京オリンピック・パラリンピックい向けて増加するインバウンド需要へ
の対応が狙いではないかと思います。

2019年4月24日 東京都と京都府でサービス開始。
2019年度中にサービス展開を20都市に増やす予定。
https://car.watch.impress.co.jp/docs/news/1182101.html

https://matome.naver.jp/odai/2152
333249139314201/215240890086
8427303
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広
州
’
s
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ー
広
州
タ
ワ
ー

　
広
州
の
シ
ン
ボ
ル
建
物
と
言
っ
た
ら
「
広
州
タ
ワ
ー
」。

と
広
州
を
一
望
で
き
る
広
州
タ
ワ
ー
展
望
台
。

　
広
州
は
改
革
開
放
最
初
の
都
市
で
、
1
9
8
6
年
、
こ

こ
の
風
景
は
一
変
し
た
。
1
9
3
0
年
代
か
ら
、
こ
こ
は

中
国
唯
一
の
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
主
要
埠
頭
。
唐
宋
時

代
で
は
中
国
一
の
埠
頭
、
明
清
両
代
で
は
中
国
唯
一
の
対

外
貿
易
埠
頭
。
1
9
8
1
年
、
深
セ
ン
、
珠
海
、
汕
头
が

中
国
の
経
済
特
区
と
認
定
し
た
と
き
か
ら
、
広
州
は
こ
の

三
大
都
市
の
連
結
点
と
し
て
、
外
資
系
企
業
や
先
進
技
術

の
導
入
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
改
革
開
放
以
来
、
外
資
系

企
業
を
受
け
、
都
市
の
発
展
に
力
を
注
い
た
。
新
し
い
建

築
物
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
、
都
市
の
風
景
が
一
変
し
た
。

交
通
量
も
大
幅
に
改
善
で
き
た
。
1
9
8
6
年
、
広
州
は

6
0
0
0
台
あ
ま
り
の
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
、
市
民
の
交

通
移
動
の
難
題
に
解
決
で
き
た
。

　「
こ
れ
ま
で
広
州
市
に
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
が
な
く
、
珠

江
新
城
で
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
開
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

広
州
も
唯
一
無
二
の
建
物
で
都
市
レ
ベ
ル
を
あ
げ
べ
き
だ
」

と
広
州
タ
ワ
ー
の
責
任
者
が
新
聞
の
取
材
で
話
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
今
ま
で
は
中
信
広
場
を
都
市
の
名
所
と
し
た
が
、

流
石
に
中
信
広
場
は
広
州
の
シ
ン
ボ
ル
建
物
に
は
な
れ
な

い
の
で
、「
小
蛮
腰
」（
細
い
腰
）
が
誕
生
す
る
こ
と
で
、
広

州
に
現
代
的
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
で
き
た
。
広
州
タ
ワ
ー

は
主
に
観
光
機
能
、
電
波
発
射
機
能
、
都
市
地
域
機
能
の

三
つ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

　
広
州
タ
ワ
ー
は
広
州
市
の
中
軸
線
と
珠
江
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
。
新
し
い
都
市
計
画
は
北

は
燕
岭
公
園
か
ら
、
南
は
南
沙
ま
で
、
北
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

広
州
東
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
中
心
区
、
新
都
市
中
心
区
、

臨
江
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
区
、
テ
ー
マ
文
化
区
、
海
珠
行
政

中
心
区
、
農
園
保
護
区
と
広
州
新
物
流
区
と
な
る
。
珠
江

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
西
か
ら
東
へ
は
都
市
建
設

完
成
見
学
区
、
都
市
中
心
核
心
区
と
浜
水
新
都
市
発
展
区

こ
れ
ら
の
区
間
で
は
見
学
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
広
州
の
歴

史
、
文
化
、
経
済
と
観
光
名
所
を
展
示
し
て
い
る
。

　
観
光
塔
兼
電
波
発
射
発
射
の
広
州
タ
ワ
ー
は
、
周
辺
都

市
及
び
テ
レ
ビ
局
用
地
、
そ
の
面
積
は
お
よ
そ
5
6.
6
万

/
㎡
。
区
域
内
で
は
観
光
塔
を
含
め
て
、
公
園
広
場
、
テ

レ
ビ
局
、
赤
岡
塔
公
園
、
公
共
施
設
な
ど
な
ど
の
面
積
は

お
よ
そ
8.
7
6
万
/
㎡ 

観
光
塔
を
発
射
塔
代
わ
り
に
も

す
る
、
先
端
に
発
射
装
置
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
電
波
や
ラ
ジ

オ
電
波
と
マ
イ
ク
ロ
波
を
発
し
て
い
る
。

　
広
州
タ
ワ
ー
は
広
州
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
新
し

い
姿
と
な
る
。

ライトアップされた広州タワー

全ての写真出展
http://www.pocketpageweekly.com/szgz/48065/

珠江新城の高層ビル群、特にＩＦＣビルは色使いも派手すぎず素敵

2002-2012年 10年間の広州市GDPデータ、広州がここまで発
展してきたことはある人物の感謝すべき、それは鄧小平である。
彼は経済特区を指定しなかったら、広州はこの１０年間でここま
で発展してきたと考えられなかった。
http://roll.sohu.com/20130227/n367239455.shtml

1970年代の珠江新城、信じられますか、当時は田んぼだらけの
珠江新城は今高層ビルずらりと並んでいる。
http://www.pocketpageweekly.com/szgz/48065/
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